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ポジかヨニング分析を利用した  

大草百貨店のかェア予測  
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離をそれぞれdAl，もとする。（3）から、この距離の  

逆数1／dA．，1／dxは選好度に対する比例定数であ  

るから、このときの新製品Ⅹの購入確率pxは以下  

のように定義される。  

1  

1． 序論   

近年の不況下において、商品を販売することが大  

変難しくなっている。 これは、時間的変化、世代交  
代の変化が急激に起こり、それらに伴って、市場が  

一層複雑になり、多様化したためである。   

百貨店業界でも商品の種類の多さで他店との差別  

化を行っていた。しかし、長期化している不況のた  

め、商品をそろえるだけの余力がなくなってきた。  

そこで、各店とも⊥部の世代に指示されている店舗  
やブランド店の出店などのために大型改装を行って、  

他の百貨店との差別化をはかっている。   

本研究では、多変量解析の主要な手法である主成  
分分析［1］、［2］を用いて、ポジショニングを実施  

し、その結果に基づいて、各百貨店のシェアを予測  

［3］することを目的とする。  

d．l・  
（1）  P．l・＝  

ただし、  

px：新製品Ⅹの購入確率  

dAi：既存品A（i＝1，2，…，m）の理想点からの距離  

屯：新製品Ⅹの理想点からの距離   

よって、n人の利用者について、それぞれの購入  

確率pxを計算し、その合計値をnで割ることによ  

ってマーケットシェア∬こを求めることができる。  

すなわち、マーケットシェアは次式によって与えら  

れる。   

×100 （2）  

∬こ＝諾ク∫・  

ただし、∬こ：新製品Ⅹのマーケットシェア  

ク〝f 
‥利用者iが新製品Ⅹの購入確率  

2。 かェア予測   

製品空間内に新製品Ⅹをポジショニングしたとき、  

シェアを予測［3］するために、次の方針でモデル  

を作る。  
（1）製品Ⅹの位置を空間内に決める。つまり、Ⅹ  

のポジション をモデルにインプットする  

（主成分分析で、決定済み）。  

（2）各利用者と製品Ⅹとの距離を計算する。  
（3）「利用者は自分のポジションに近い製品ほど  

選好する。」と仮定する。すなわち、正の理  

想点モデルとする。  

（4）利用者は選好の度合いに応じて、製品を選択  

するものとして、購入確率を求める。  

（5）最後に、全利用者について購入確率を積み上  

げ、新製品のマーケットシェアを計算する。   

（3）は「選好は距離の逆数に比例する」と定式  

化する。ここで、既存品をA（巨1，2，…，m）と仮定  

し、理想点から既存品Aおよび、新製品Ⅹとの距  

凱   分析方法  

認．『アンケート調査の概要   

利用者の百貨店に対するイメージを把握するため、  

女性を中心に約2（氾名に、名古屋でよく知られてい  
る百貨店7杜に対するイメージを19項目について、  

アンケートを実施した。  
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得た。高島屋は、新規出店のため、異なる値を示し  

ている。先の4つの百貨店は名古屋の4Mと言われ  

ている。この4Mに持っているイメージは、高級感  

があるという結果を得た。以前の百貨店が持ってい  

たイメージがそのまま残っているようである。パル  

コ・生活倉庫については若者に受け入れれられるよ  

うな店舗作りをしていることが共通した特徴である。  

最後に高島屋のイメージは、清潔感があるという印  

象を持っているようである。これは、新規出店であ  

るため当然かもしれない。  

3．2 主成分分析の結果   

得られた結果を集計して、主成分分析を行い、得  

られた主成分を寄与率の高いものから順に並べ替え  

る。寄与率が10％以下のものを除外すると、主成分  

は3個にしぼることができる。   

これらによって、主成分の意味付けを行うと、第  

1主成分では、‘利便性”、第2主成分では、“サービ  

ス”、第3主成分では“雰囲気”と名づけられる。   

亭．  今後の課題   

本研究の今後の課題は、アンケート項目の見直し  

を行う必要がある。アンケート項目には、かなり被  

験者の主観に左右される抽象的な項目が多くなって  

いるためである。さらに、被験者を若い女性から主  

婦層（30代～∈氾代）にする必要がある。何故なら  

ば、ユニクロに代表される低価格路線と「線を画し  

た百貨店本来の高級志向を強めた店舗の売上が増収  

しているというデータがあるためである。  

3．3 シェア予測の結果   

この結果を主成分得点と主成分負荷量の値を用い  

て、シェアを予測すると、図1のグラフのような結  

果を得た。  

6． 結論   

本研究では、若い女性を中心に利用者の百鹿店7  
社に持っているイメージの調査から＼各社のシェア  

を予測した。   

主成分分析の結果、百貨店にもっているイメージ  

は、“利便性”、“サービス”、“雰囲気”の3つで  

91．5％程度この範囲内にあることが分かった。この  

データを用いてシェアを予測したところ、図1の結  

果を得た。   
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図1   シェア予測のグラフ  

4． 考察   

昨年、高島屋が名古屋駅に開店した。そのため、  

百貨店のシェアが変化しているのではないかと予測  

できる。さらに、百貨店に対するイメージが大きく  

変化するのではないかと予測できる。これらの予測  

を確かめるために、今回の調査を実施した。  

アンケートの結果から主成分分析を適用し、各社  

のシェアを予測したところ、各社ほぼ同じシェアで  

あることが分からた。主成分分析の結果から、若い  

女性には、主成分得点と主成分負荷量の値から、各  

百貨店の値の差はあまり大きくない。このことから、  

若い女性には、各百貨店はどこでも同じととらえら  

れる。もう少し詳しく掘り下げてみると、松坂屋・  

名鉄百貨店・三越・丸栄はほぼ同じような値を示し  

ており、パルコ・生活倉庫についても同様な結果を  
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